
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】各種型式の内視鏡に取り付けでき且つ結紮を行

い得るように正確に制御できる内視鏡式結紮具用の作動

機構を提供する。

【解決手段】内視鏡式結紮具１４を作動させる作動機構

は、取り付け要素と、該取り付け要素に接続された作動

要素とを備え、取り付け要素は、内視鏡１０ａの作用通

路１６ａの基端の開口部内に直接挿入され且つ作動機構

を内視鏡に取り付けるために作用通路内に嵌まり得る寸

法とされ、また作用通路及び取り付け要素の通路を通じ

て作動機構の作動要素まで導入される、結紮装置の作動

ひもを受け入れる通路を備えている。作動ひも１５は、

作動要素のスプールに取り付けられ該作動要素を係合位

置、又は非係合位置に設定する駆動ピン及びローラ・ク

ラッチと、駆動ピンを回転させるノブとを提供する。駆

動ピンがローラ・クラッチと係合したとき、ノブは一の

方向にのみ回転可能であり、また非係合位置にあるとき

、ノブは両方向に回転可能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 空 の 身 体 器 官 内 の 疾 患 部 分 を 結 紮 す る 内 視 鏡 式 結 紮 具 で あ っ て 、 内 視 鏡 の 末 端 の 挿 入
端 に 配 置 さ れ 、 該 内 視 鏡 は 末 端 の 開 口 部 か ら 同 内 視 鏡 の 基 端 の 開 口 部 ま で 該 内 視 鏡 を 貫 通
し て 伸 長 す る 通 路 を 有 し 、 該 内 視 鏡 の 通 路 を 介 し て 内 視 鏡 の 基 端 の 開 口 部 ま で 通 さ れ る 作
動 ひ も を 有 す る 前 記 結 紮 具 用 の 作 動 機 構 に お い て 、
　 （ ａ ） 内 視 鏡 の 通 路 の 基 端 の 開 口 部 内 に 挿 入 し 得 る 寸 法 と さ れ た 第 一 の 部 分 を 有 す る 取
り 付 け 要 素 で あ っ て 、 該 取 り 付 け 要 素 の 前 記 第 一 の 部 分 を 内 視 鏡 の 通 路 の 基 端 の 開 口 部 内
に 挿 入 し た と き 、 前 記 作 動 ひ も を 該 取 り 付 け 要 素 に 通 す べ く 貫 通 し て 伸 長 す る 導 入 通 路 を
有 す る 、 取 り 付 け 要 素 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 取 り 付 け 要 素 に 結 合 さ れ た 作 動 要 素 と 、 を 備 え 、 該 作 動 要 素 が 、
前 記 作 動 ひ も を 前 記 取 り 付 け 要 素 の 前 記 導 入 通 路 を 貫 通 し て 通 す と き 、 該 作 動 ひ も を 取 り
付 け る た め の 手 段 と 、
　 　 該 作 動 ひ も を 前 記 作 動 要 素 に 接 続 し 、 ひ も を 選 択 的 に 引 っ 込 め る こ と に よ り 、 前 記 結
紮 装 置 を 所 望 通 り に 作 動 さ せ 得 る よ う に す る 、 作 動 ひ も を 引 っ 込 め る た め の 手 段 と 、 を 備
え 、
　 前 記 内 視 鏡 が 、 前 記 通 路 の 基 端 の 開 口 部 を 覆 っ て 配 置 さ れ た 密 封 部 材 を 更 に 備 え 、 該 密
封 部 材 が 、 内 視 鏡 の 基 端 の 開 口 部 と 連 通 し た 開 口 部 を 有 し 、
　 前 記 取 り 付 け 要 素 が 、 前 記 第 一 の 部 分 に 隣 接 し た 第 二 の 部 分 を 更 に 備 え 、 前 記 第 二 の 部
分 が 、 前 記 第 一 の 部 分 が 前 記 通 路 の 基 端 の 開 口 部 を 貫 通 し て 伸 長 す る と き 、 前 記 密 封 部 材
内 に 受 け 入 れ ら れ る よ う な 寸 法 と さ れ 、
前 記 取 り 付 け 要 素 の 前 記 第 二 の 部 分 が 、 前 記 密 封 部 材 の 開 口 部 に 対 し て 摩 擦 嵌 め し 得 る よ
う な 寸 法 と さ れ た 、 作 動 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 中 空 の 身 体 器 官 内 の 疾 患 部 分 を 結 紮 す る 内 視 鏡 式 結 紮 具 で あ っ て 、 内 視 鏡 の 末 端 の 挿 入
端 に 配 置 さ れ 、 該 内 視 鏡 は 末 端 の 開 口 部 か ら 同 内 視 鏡 の 基 端 の 開 口 部 ま で 該 内 視 鏡 を 貫 通
し て 伸 長 す る 通 路 を 有 し 、 該 内 視 鏡 の 通 路 内 を 内 視 鏡 の 基 端 の 開 口 部 ま で 通 さ れ る 作 動 ひ
も を 有 す る 前 記 結 紮 具 用 の 作 動 機 構 に お い て 、
　 （ ａ ） 内 視 鏡 の 通 路 の 基 端 の 開 口 部 内 に 挿 入 し 得 る 寸 法 と さ れ た 第 一 の 部 分 を 有 す る 取
り 付 け 要 素 で あ っ て 、 前 記 第 一 の 部 分 を 内 視 鏡 の 通 路 の 基 端 の 開 口 部 内 に 挿 入 し た と き 、
前 記 作 動 ひ も を 該 取 り 付 け 要 素 内 を 通 す べ く 貫 通 し て 伸 長 す る 導 入 通 路 を 有 す る 、 取 り 付
け 要 素 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 取 り 付 け 要 素 に 接 続 さ れ た 作 動 要 素 と を 備 え 、 該 作 動 要 素 が 、
　 前 記 作 動 ひ も を 前 記 取 り 付 け 要 素 の 前 記 導 入 通 路 内 に 通 す と き 、 該 作 動 ひ も の 基 端 に 係
合 す る 手 段 を 有 す る ス プ ー ル と 、
　 前 記 作 動 ひ も を 該 ス プ ー ル と 係 合 さ せ る と と も に 、 該 作 動 ひ も を 引 き 込 め る 手 段 で あ っ
て 、 前 記 ス プ ー ル が 一 の 方 向 に 回 転 す る の を 阻 止 し 且 つ 前 記 ス プ ー ル が 反 対 の 方 向 に 回 転
す る の を 許 容 し 、 こ れ に よ り 、 前 記 ス プ ー ル を 前 記 許 容 さ れ た 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ
り 、 該 作 動 ひ も を 選 択 的 に 引 き 込 め る こ と で 、 結 紮 装 置 を 所 望 通 り に 作 動 さ せ 得 る よ う に
す る 手 段 と を 備 え
　 前 記 内 視 鏡 が 、 前 記 通 路 の 基 端 の 開 口 部 に 上 方 に 亙 っ て 配 置 さ れ た 密 封 部 材 を 更 に 備 え
、 該 密 封 部 材 が 、 内 視 鏡 の 基 端 の 開 口 部 と 連 通 し た 開 口 部 を 有 し 、
　 前 記 取 り 付 け 要 素 が 、 前 記 第 一 の 部 分 に 隣 接 す る 第 二 の 部 分 を 備 え 、 前 記 第 二 の 部 分 が
、 前 記 第 一 の 部 分 が 前 記 通 路 の 基 端 の 開 口 部 を 貫 通 し て 伸 長 す る と き 、 前 記 密 封 部 材 の 開
口 部 内 に 受 け 入 れ ら れ る よ う な 寸 法 と さ れ 、
　 前 記 取 り 付 け 要 素 の 前 記 第 二 の 部 分 が 、 前 記 密 封 部 材 の 開 口 部 に 対 し て 摩 擦 嵌 め し 得 る
よ う な 寸 法 と さ れ た 、 作 動 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 中 空 の 身 体 器 官 内 の 疾 患 部 分 を 結 紮 す る 内 視 鏡 式 結 紮 具 で あ っ て 、 内 視 鏡 の 末 端 の 挿 入
端 に 配 置 さ れ 、 該 内 視 鏡 が 末 端 に お け る 開 口 部 か ら 内 視 鏡 の 基 端 に お け る 開 口 部 ま で 該 内
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視 鏡 を 貫 通 し て 伸 長 す る 通 路 を 有 し 、 該 内 視 鏡 の 通 路 を 貫 通 し て 内 視 鏡 の 基 端 の 開 口 部 ま
で 通 さ れ る 作 動 ひ も を 有 す る 前 記 結 紮 具 用 の 作 動 機 構 に お い て 、
　 （ ａ ） 内 視 鏡 の 通 路 の 基 端 の 開 口 部 内 に 挿 入 し 得 る 寸 法 と さ れ た 第 一 の 部 分 を 有 す る 取
り 付 け 要 素 で あ っ て 、 前 記 第 一 の 部 分 を 内 視 鏡 の 通 路 の 基 端 の 開 口 部 内 に 挿 入 し た と き 、
前 記 作 動 ひ も を 該 取 り 付 け 要 素 を 貫 通 す る よ う に 通 す べ く 貫 通 し て 伸 長 す る 導 入 通 路 を 有
す る 、 取 り 付 け 要 素 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 取 り 付 け 要 素 に 接 続 さ れ た 作 動 要 素 と を 備 え 、 該 作 動 要 素 が 、
　 　 前 記 作 動 ひ も を 前 記 取 り 付 け 要 素 の 前 記 導 入 通 路 を 通 じ て 通 す と き 、 該 作 動 ひ も の 基
端 に 係 合 す る ス プ ー ル と 、
　 　 該 ス プ ー ル を 手 で 回 転 さ せ 得 る よ う に 該 ス プ ー ル に 作 用 可 能 に 接 続 さ れ た ノ ブ と を 備
え 、 こ れ に よ り 、 前 記 作 動 ひ も を 前 記 ス プ ー ル と 係 合 さ せ 、 前 記 作 動 ひ も を 選 択 的 に 引 っ
込 め る こ と に よ り 、 該 結 紮 具 を 所 望 通 り に 作 動 さ せ 得 る よ う に し 、
　 前 記 内 視 鏡 が 、 前 記 通 路 の 基 端 の 開 口 部 の 上 方 に 亙 っ て 配 置 さ れ た 密 封 部 材 を 更 に 備 え
、 該 密 封 部 材 が 、 内 視 鏡 の 基 端 の 開 口 部 と 連 通 し た 開 口 部 を 有 し 、
　 前 記 取 り 付 け 要 素 が 、 前 記 第 一 の 部 分 に 隣 接 す る 第 二 の 部 分 を 備 え 、 前 記 第 二 の 部 分 が
、 前 記 第 一 の 部 分 が 前 記 通 路 の 基 端 の 開 口 部 を 貫 通 し て 伸 長 す る と き 、 前 記 密 封 部 材 の 開
口 部 内 に 受 け 入 れ ら れ る よ う な 寸 法 と さ れ 、
前 記 取 り 付 け 要 素 の 前 記 第 二 の 部 分 が 、 前 記 密 封 部 材 の 開 口 部 に 対 し て 摩 擦 嵌 め し 得 る よ
う な 寸 法 と さ れ た 、 作 動 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 式 結 紮 の 分 野 に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 身 体 の 中 空 の 器
官 内 に お け る 疾 患 部 を 結 紮 す る 内 視 鏡 式 結 紮 器 具 を 作 動 さ せ る の に 使 用 さ れ る 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 選 択 さ れ た 身 体 組 織 を 覆 う よ う に 弾 性 的 な リ ン グ を 取 り 付 け る 内 視 鏡 式 結 紮 装 置 は 、 従
来 の 技 術 に て 周 知 で あ る 。 こ の 結 紮 装 置 は 、 典 型 的 に 、 内 視 鏡 の 末 端 、 即 ち 挿 入 端 に 配 置
さ れ た 結 紮 具 に 取 り 付 け た ひ も （ 糸 、 ワ イ ヤ ー 又 は ケ ー ブ ル ） を 引 っ 込 め る こ と に よ り 作
動 さ せ る 。 こ の ひ も は 、 内 視 鏡 の 作 用 又 は 作 動 通 路 内 を 器 具 の 基 端 ま で 通 さ れ る 。 幾 つ か
の 従 来 の 装 置 に お い て 、 こ の 結 紮 具 は 、 作 動 ひ も を 手 で 引 っ 張 る こ と に よ り 作 動 さ せ る こ
と が で き る 。 別 の 装 置 の 場 合 、 手 操 作 リ ー ル 、 又 は ト リ ガ ー 部 分 、 或 い は モ ー タ 駆 動 機 構
を 利 用 す る 機 械 支 援 に よ る 操 作 が 為 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 既 存 の 作 動 機 構 は 、 一 般 に 、 内 視 鏡 に 確 実 に 取 り 付 け た り 、 又 は 色 々 な 形 態 の 内 視 鏡 に
容 易 に 且 つ 確 実 に 取 り 付 け る こ と が で き ず 、 又 は 満 足 し 得 る 制 御 及 び 精 度 を 以 て 作 動 さ せ
る こ と が で き ず 、 ま た 、 接 続 を 外 す こ と も 難 し い 。 こ の た め 、 従 来 の 作 動 機 構 の こ う し た
欠 点 を 解 決 す る 新 規 な 作 動 機 構 が 必 要 と さ れ て い る 。  
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 型 式 の 内 視 鏡 に 取 り 付 け る こ と が で き 且 つ 結 紮 を 行 い 得 る よ う に 正 確 に
制 御 で き る 、 内 視 鏡 式 結 紮 具 用 の 新 規 且 つ 独 創 的 な 作 動 機 構 を 提 供 す る も の で あ る 。 こ の
装 置 は 、 容 易 に 且 つ 便 宜 に 使 用 す る こ と が で き 、 ま た 、 結 紮 手 順 が 完 了 し た な ら ば 、 接 続
を 簡 単 に 外 す こ と が で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 作 動 機 構 は 、 内 視 鏡 の ポ ー ト 内 に 直 接 、 挿 入 さ れ る 取 り 付
け 要 素 に よ っ て 内 視 鏡 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の よ う に し て 、 こ の 作 動 機 構 は 、 一 回 の 操 作
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で 内 視 鏡 に 確 実 に 且 つ 簡 単 に 取 り 付 け ら れ る 。 一 つ の 特 別 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 取 り 付
け 要 素 は 、 各 種 型 式 の 内 視 鏡 用 の 作 用 通 路 又 は 作 動 通 路 内 に 且 つ ／ 又 は 作 動 通 路 の 密 封 ポ
ー ト 内 に 取 り 付 け 可 能 に さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 行 う べ き 結 紮 法 の た め 、 作 動 機 構
を 確 実 に 取 り 付 け る こ と が で き 、 ま た 、 こ の 機 構 は 、 結 紮 後 に 直 ち に 除 去 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 形 態 に お い て 、 正 確 に 制 御 可 能 で 且 つ 結 紮 手 順 が 完 了 し た と き 、 接 続 を 簡
単 に 外 す こ と の で き る 、 結 紮 装 置 を 作 動 さ せ る 手 段 が 更 に 提 供 さ れ る 。 一 つ の 実 施 の 形 態
に お い て 、 作 動 要 素 は 、 作 動 モ ー ド に て 作 動 し 、 こ の 場 合 、 作 動 ひ も は 、 正 確 に 制 御 さ れ
た 張 力 の 下 、 引 っ 込 め て 結 紮 バ ン ド を 所 望 通 り に 解 放 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 手 順 が 中
断 し 、 又 は 完 了 し た と き 、 作 動 要 素 は 、 非 係 合 モ ー ド に 引 き 換 え 、 こ の モ ー ド に て 、 作 動
ひ も に お け る 張 力 を 解 放 し て 、 バ ン ド が 意 図 せ ず に 解 放 さ れ る の を 防 止 し 、 ま た 、 作 動 ひ
も を 作 動 要 素 と の 接 続 か ら 容 易 に 外 す こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 目 的 は 、 安 定 的 な 形 態 に て 内 視 鏡 に 容 易 に 取 り 付 け ら れ る 、 内 視 鏡 式 結
紮 器 用 の 作 動 機 構 を 提 供 す る こ と で あ る 。 本 発 明 の 更 に 別 の 目 的 は 、 内 視 鏡 の 通 路 又 は 補
助 ポ ー ト 内 に 確 実 に 取 り 付 け る こ と の で き る 、 内 視 鏡 用 の 作 動 機 構 を 提 供 す る こ と で あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 目 的 は 、 所 望 通 り に 内 視 鏡 式 結 紮 を 行 い 得 る よ う に 正 確 に 制 御 可 能 で
あ る 、 内 視 鏡 式 結 紮 具 用 の 作 動 機 構 を 提 供 す る こ と で あ る 。 更 に 別 の 目 的 は 、 便 利 に 使 用
で き 、 ま た 、 そ の 手 順 が 完 了 し た と き 、 接 続 を 直 ち に 外 す こ と の で き る 作 動 機 構 を 提 供 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 上 記 及 び そ の 他 の 目 的 並 び に 有 利 な 点 は 、 好 適 な 実 施 の 形 態 の 以 下 の 説 明 を 読
む こ と に よ り 、 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 原 理 を 容 易 に 理 解 し 得 る よ う に す る 目 的 の た め 、 次 に 、 図 面 に 図 示 し た 実 施 の
形 態 に 関 し て 説 明 し 、 そ の 説 明 の た め に 特 定 の 用 語 を 使 用 す る 。 し か し な が ら 、 こ れ に よ
り 、 本 発 明 の 範 囲 を 何 ら 限 定 す る も の で は な く 、 本 発 明 が 関 連 す る 技 術 分 野 の 当 業 者 は 、
本 明 細 書 に 記 載 し た 本 発 明 の 原 理 の 更 な る 応 用 例 を 通 常 、 案 出 可 能 で あ る と 理 解 す べ き で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を よ り 具 体 的 に 参 照 す る と 、 図 １ に は 、 内 視 鏡 １ ０ ａ の 末 端 、 即 ち 挿 入 端 に 取 り 付
け ら れ た 内 視 鏡 式 結 紮 具 １ ４ を 備 え る 内 視 鏡 １ ０ ａ が 図 示 さ れ て い る 。 内 視 鏡 式 結 紮 具 １
４ は 、 全 体 と し て 図 １ に 図 示 さ れ て い る 。 １ つ の 型 式 の 結 紮 具 １ ４ の 詳 細 な 説 明 は 、 1994
年 6月 14日 付 け で 出 願 さ れ た 係 属 中 の 米 国 特 許 出 願 第 08／ 260,380号 に 記 載 さ れ て い る 。 そ
の 開 示 内 容 を 引 用 し て 本 明 細 書 に 含 め た 、 上 記 米 国 特 許 出 願 第 08／ 260,380号 の 図 １ ６ 乃
至 図 ２ ０ 及 び そ の 説 明 を 特 に 参 照 す る 。 同 様 に 、 上 記 米 国 特 許 出 願 第 08／ 260,380号 の 一
部 継 続 出 願 と し て 、 1996年 9月 6日 付 け で 出 願 さ れ た 同 時 係 属 中 の 米 国 特 許 出 願 第 09/011,7
98号 に お け る 明 細 書 も 本 明 細 書 に 引 用 し て 含 め る 。 一 般 的 な 説 明 と し て 、 結 紮 具 １ ４ は 、
対 象 と す る 組 織 の 周 り に て 結 紮 具 か ら 個 々 に 又 は ひ と ま と め に し て 解 放 さ せ る こ と の で き
る 多 数 の 結 紮 バ ン ド を 支 持 し て い る 。 本 発 明 は 、 米 国 特 許 第 5,320,630号 に お け る 器 具 の
よ う な そ の 他 の 結 紮 具 に も 使 用 可 能 で あ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 視 鏡 １ ０ ａ は 、 作 動 制 御 部 分 １ １ ａ と 、 可 撓 性 部 分 １ ２ ａ と 、 末 端 、 即 ち 挿 入 端 部 分
１ ３ ａ と を 有 す る 従 来 の 内 視 鏡 と す る こ と が で き る 。 内 視 鏡 式 結 紮 具 １ ４ は 、 内 視 鏡 １ ０
ａ の 末 端 部 分 １ ３ ａ に 配 置 さ れ 且 つ 作 動 ひ も １ ５ を 備 え て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 １ ０ ａ は 、
作 動 通 路 、 即 ち 作 用 通 路 １ ６ ａ も 備 え て お り 、 該 作 用 通 路 は 、 末 端 部 分 １ ３ ａ か ら 内 視 鏡
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１ ０ ａ を 貫 通 し て 作 動 制 御 部 分 １ １ ａ 及 び 基 端 開 口 部 １ ８ ａ ま で 伸 長 し て い る 。 作 動 ひ も
１ ５ は 、 作 動 通 路 １ ６ ａ を 貫 通 し て 結 紮 具 １ ４ か ら 伸 長 し て 、 基 端 の 開 口 部 １ ８ ａ か ら 外
に 出 る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ を 更 に 参 照 す る と 、 作 動 通 路 １ ６ ａ は 、 色 々 な 形 態 に て 構 成 す る こ と が で き る 、 基
端 開 口 部 １ ８ ａ に お け る 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ａ を 備 え て い る 。 例 え ば 、 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、
図 １ Ｃ は 、 基 端 の 通 路 部 分 の 各 々 が 異 な る 形 態 を 有 す る 、 そ の 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ａ 、 １
９ ｂ 、 １ ９ ｃ の そ れ ぞ れ 断 面 図 で あ る 。 図 １ Ａ に は 、 一 般 に 、 ペ ン タ ッ ク ス （ Pentax） か
ら 販 売 さ れ て い る 市 販 の 内 視 鏡 の 型 式 の も の と 同 様 で あ る 内 視 鏡 １ ０ ａ が 図 示 さ れ て い る
。 図 １ Ｂ に は 、 一 般 に オ リ ン パ ス （ Olympus） か ら 販 売 さ れ て い る 市 販 の 内 視 鏡 の 型 式 と
同 様 で あ る 内 視 鏡 １ ０ ｂ が 図 示 さ れ て い る 。 図 １ Ｃ に は 、 一 般 に 、 フ ジ ノ ン （ Fujinon）
か ら 販 売 さ れ て い る 市 販 の 内 視 鏡 の 型 式 と 同 様 で あ る 内 視 鏡 １ ０ ｃ が 図 示 さ れ て い る 。 こ
れ ら の 内 視 鏡 は 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ａ 乃 至 １ ９ ｃ に 取 り 付 け ら れ た 密
封 部 材 １ ７ ａ 乃 至 １ ７ ｃ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 の 形 態 に よ る 作 動 機 構 ２ ０ の 平 面 図 で あ る 。 作 動 機 構 ２ ０
は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ と 、 作 動 要 素 ２ ２ と を 備 え て い る 。 作 動 要 素 ２ ２ は 、 基 部 ３ ０ と 、
駆 動 ピ ン ４ ０ と 、 ス プ ー ル ５ ０ と 、 ノ ブ ６ ０ と 、 ロ ー ラ ・ ク ラ ッ チ ７ ０ （ 図 ４ Ｂ 参 照 ） と
、 保 持 キ ャ ッ プ ９ ０ と を 含 む こ と が で き る 。 取 り 付 け 要 素 ２ １ は 、 作 動 要 素 ２ ２ に 取 り 付
け ら れ 、 ま た 、 こ の 取 り 付 け 要 素 を 使 用 し て 、 作 動 機 構 ２ ０ を 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ａ 、 １
９ ｂ 、 １ ９ ｃ に 取 り 付 け 、 又 は そ の 他 の 補 助 ポ ー ト 又 は そ の 他 の 内 視 鏡 の 基 端 の 通 路 の 形
態 部 分 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ Ａ は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ の 第 一 の 実 施 の 形 態 の 図 で あ る 。 取 り 付 け 要 素 ２ １ は 、 継
手 部 分 ２ ３ と 、 第 一 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ａ と 、 第 二 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ｂ と 、 外 側 の 密 封 部 分
２ ５ と を 含 む 。 継 手 部 分 ２ ３ は 、 作 動 要 素 ２ ２ に 接 続 可 能 に さ れ て い る 。 継 手 部 分 ２ ３ は
、 例 え ば 、 作 動 要 素 ２ ２ に 螺 着 し 、 又 は 圧 力 嵌 め し 、 或 い は 作 動 要 素 と 一 体 と す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 一 及 び 第 二 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ａ 乃 至 ２ ４ ｂ の そ れ ぞ れ 、 及 び 取 り 付 け 要 素 ２ １ の 外 側
の 密 封 部 分 ２ ５ は 、 図 ３ Ａ に 図 示 し た 一 つ の 具 体 的 な 実 施 の 形 態 に て 特 別 な 形 態 と さ れ て
い る 。 取 り 付 け 要 素 ２ １ も 同 様 に 、 本 発 明 の 教 示 に 従 っ た 色 々 な 代 替 的 な 形 態 の 構 造 と す
る こ と が 可 能 で あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 　 図 ３ Ａ に 図 示 し た 取 り 付 け 要 素 ２ １ の 特
別 な 実 施 の 形 態 は 、 図 １ Ａ に 図 示 す る よ う に 、 基 端 の 開 口 部 １ ８ ａ と 、 基 端 の 通 路 部 分 １
９ ａ と を 有 す る 内 視 鏡 に 係 合 可 能 で あ る 。 図 示 し た 内 視 鏡 １ ０ ａ に お い て 、 基 端 の 通 路 部
分 に 密 封 部 材 １ ７ ａ が 設 け ら れ て い る 。 図 ３ Ａ の こ の 取 り 付 け 要 素 は 、 基 端 の 開 口 部 １ ８
ａ 及 び 密 封 部 材 １ ７ ａ を 貫 通 し て 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ａ 内 に 伸 長 し て い る 。 こ の 特 別 な 実
施 の 形 態 に お い て 、 第 一 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ａ は 、 第 二 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ｂ が 密 封 部 材 １ ７
ａ 内 に 受 け 入 れ ら れ る 間 に 、 基 端 の 通 路 部 材 １ ９ ａ 内 に 嵌 ま り 得 る 形 状 と さ れ て い る 。 こ
の 特 別 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 外 側 の 密 封 部 分 ２ ５ は 、 内 視 鏡 の 密 封 部 材 １ ７ ａ 、 又 は 基
端 の 通 路 部 分 １ ９ ａ 内 に 受 け 入 れ ら れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 取 り 付 け 要 素 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ と 密 封 部 材 １ ７ ａ 及 び 内 視 鏡 の 基 端 の 通 路 部
分 １ ９ ａ と が 嵌 ま る こ と で 、 作 動 機 構 ２ ０ を 安 定 的 に 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な る 。 取 り
付 け 要 素 ２ １ は 、 装 置 を 色 々 な 内 視 鏡 に 確 実 に 取 り 付 け 易 く す る 効 果 の あ る 各 種 の 方 法 に
て 、 取 り 付 け 可 能 な 形 態 と さ れ て い る 。 例 え ば 、 作 動 機 構 が 取 り 付 け ら れ る 内 視 鏡 に 依 存
し て 、 こ の 取 り 付 け は 、 取 り 付 け 要 素 の 部 分 が 内 視 鏡 の 密 封 部 材 、 又 は 基 端 の 通 路 部 分 の
形 状 に 基 本 的 に 従 う 、 形 状 嵌 合 （ form fit） の 取 り 付 け 状 態 と す る こ と が で き る 。 こ の 取
り 付 け 状 態 は 、 摩 擦 嵌 め 、 又 は 圧 力 嵌 め と す る こ と も で き 、 或 い は 、 取 り 付 け 要 素 、 又 は
そ の 一 部 の 長 さ 、 或 い は 代 替 的 に 、 取 り 付 け 要 素 の 部 分 は 、 内 視 鏡 の 通 路 内 に 緩 く 嵌 ま り
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、 こ れ に よ り 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ が 内 視 鏡 の 作 動 通 路 の 周 り で 作 動 機 構 ２ ０ の 相 対 的 な 動
き を 規 制 し 、 又 は 制 限 し て 、 安 定 性 を 増 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ Ａ の 取 り 付 け 要 素 は 、 各 種 の 異 な る 内 視 鏡 の 任 意 の も の に 安 定 的 に 取 り 付 け る こ と
が で き る 。 例 え ば 、 図 １ Ｂ に お い て 、 第 一 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ａ 、 及 び 第 二 の 合 わ せ 部 分 ２
４ ｂ は 、 図 １ Ａ に 図 示 し た も の と 異 な る 設 計 と さ れ た 内 視 鏡 の 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ｂ に 嵌
ま り 得 る 寸 法 と さ れ て い る 。 同 一 の 構 造 の 取 り 付 け 要 素 に よ り 、 外 側 の 密 封 部 分 ２ ５ は 、
図 １ Ｂ の 内 視 鏡 の 密 封 部 材 １ ７ ｂ 及 び 図 １ Ａ の 内 視 鏡 内 に 受 け 入 れ る こ と が で き る 。 図 １
０ Ｂ 、 図 １ １ Ｂ に 更 に 詳 細 に 図 示 す る よ う に 、 図 １ Ｂ に お い て 、 取 り 付 け 部 分 ２ ４ ａ 、 ２
４ ｂ は 、 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ｂ 内 に 形 状 嵌 合 又 は 幾 何 学 的 に 嵌 合 さ れ る 。 ま た 、 外 側 の 密
封 部 分 ２ ５ は 、 密 封 部 材 １ ７ ｂ 内 に 弾 性 的 嵌 合 又 は 形 状 嵌 合 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 上 述
し た よ う に 、 取 り 付 け 要 素 の 部 分 は 、 装 置 を 内 視 鏡 に 安 定 的 に 取 り 付 け る の に 役 立 ち 得 る
よ う に 、 色 々 な 設 計 の 内 視 鏡 の 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ｂ 及 び ／ 又 は 密 封 部 材 １ ７ ｂ 内 に 嵌 ま
り 得 る 寸 法 及 び 形 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ３ Ａ の 取 り 付 け 要 素 は 、 例 え ば 、 図 １ Ｃ に 図 示 し た 型 式 の 内 視 鏡 に 取 り 付 け る
こ と も で き る 。 こ の 場 合 に も 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ を 内 視 鏡 １ ０ ｃ の 密 封 部 材 １ ７ ｃ 及 び ／
又 は 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ｃ 内 に 取 り 付 け る こ と は 、 作 動 機 構 ２ ０ を 安 定 状 態 に 取 り 付 け る
の に 役 立 つ 色 々 な 仕 方 に て 行 う こ と が で き る 。 こ の 具 体 例 に お い て 、 外 側 の 密 封 部 分 ２ ５
は 、 そ の 他 の 実 施 例 で 示 す よ う に 、 密 封 部 材 １ ７ ｃ 内 に 伸 長 す る よ う な 形 態 と は さ れ て い
な い こ と に 留 意 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 取 り 付 け 要 素 ２ １ は 、 ま た 、 当 該 取 り 付 け 要 素 ２ １ を 貫 通 し て 伸 長 す る 第 一 の 貫 通 通 路
２ ７ を 提 供 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 第 一 の 貫 通 通 路 ２ ７ の 第 一 の 開 口 部 ２ ８ は 、 図 ３ Ｂ
に 図 示 さ れ て お り 、 第 一 の ひ も 用 通 路 ２ ７ の 反 対 側 の 第 二 の 開 口 部 ２ ９ は 、 図 ３ Ｃ に 示 し
て あ る 。 取 り 付 け 要 素 ２ １ を 基 端 の 通 路 部 分 の 輪 郭 内 に 挿 入 し た 後 、 作 動 ひ も １ ５ を 第 一
の 開 口 部 ２ ８ 内 に 通 し 且 つ 第 二 の 開 口 部 ２ ９ か ら 外 に 出 し て 、 作 動 要 素 ２ ２ に 接 続 し 得 る
よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ Ａ は 、 作 動 要 素 ２ ２ の 基 部 ３ ０ の 正 面 図 で あ る 。 基 部 ３ ０ は 、 基 部 分 ３ ０ ａ と 、 該
基 部 分 ３ ０ ａ に 接 続 さ れ た 第 一 の ア ー ム ３ １ と 、 同 様 に 、 基 部 分 ３ ０ ａ に 接 続 さ れ た 第 二
の ア ー ム ３ ２ と を 備 え る こ と が で き る 。 本 発 明 は 、 第 一 の ア ー ム ３ １ と 第 二 の ア ー ム ３ ２
と の 接 続 部 は 、 任 意 の 形 態 と す る こ と が 可 能 で あ る が 、 第 一 の ア ー ム ３ １ 及 び 第 二 の ア ー
ム ３ ２ は 、 基 部 分 ３ ０ ａ と 一 体 に す る こ と が 好 ま し い 。 図 ４ Ｂ に 図 示 す る よ う に 、 第 一 の
ア ー ム ３ １ は 、 第 一 の 受 け 入 れ 開 口 部 ３ ３ を 提 供 し 、 ま た 、 図 ４ Ｃ に 図 示 す る よ う に 、 第
二 の ア ー ム ３ ２ は 、 第 二 の 受 け 入 れ 開 口 部 ３ ４ を 提 供 す る 。 基 部 分 ３ ０ ａ は 、 そ の 底 側 部
に 形 成 さ れ た 凹 部 ３ ５ と 、 第 二 の 貫 通 通 路 ３ ６ と を 画 成 し 、 こ の 第 二 の 貫 通 通 路 は 、 凹 部
３ ５ と 、 基 部 分 ３ ０ ａ の 頂 側 部 と を 連 通 さ せ る 。 図 ４ Ｄ は 、 図 ４ Ａ の 底 側 面 図 で あ り 、 凹
部 ３ ５ と 第 二 の 貫 通 通 路 ３ ６ の 第 一 の 開 口 部 ３ ７ と を 更 に 示 す 。 図 ４ Ｅ は 、 図 ４ Ａ の 平 面
図 で あ り 、 第 一 の ア ー ム ３ １ 及 び 第 二 の ア ー ム ３ ２ と 、 そ の 内 部 に 内 側 の 密 封 部 材 ３ ９ が
配 置 さ れ た 第 二 の 貫 通 通 路 ３ ６ の 第 二 の 開 口 部 ３ ８ の 頂 面 図 を 示 す 。 作 動 ひ も １ ５ を 取 り
付 け 要 素 ２ １ を 通 さ れ る と き 、 こ の 作 動 ひ も は 、 第 一 の 開 口 部 ３ ７ 内 を 通 さ れ 、 第 二 の 開
口 部 ３ ８ 内 に 配 置 さ れ た 内 側 の 密 封 部 材 ３ ９ を 通 っ て 、 第 二 の 開 口 部 ３ ８ か ら 外 に 出 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ Ａ は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ の 側 面 図 で あ る 。 駆 動 ピ ン ４ ０ は 、 第 一 の 回 転 部 分 ４ １ ａ と 、
第 二 の 回 転 部 分 ４ １ ｂ と 、 第 三 の 回 転 部 分 ４ ２ と 、 第 四 の 回 転 部 分 ４ ３ と を 含 む こ と が 好
ま し い 。 作 動 モ ー ド に 応 じ て 、 第 一 の 回 転 部 分 ４ １ ａ か 又 は 第 二 の 回 転 部 分 ４ １ ｂ を 、 第
一 の ア ー ム ３ １ の 第 一 の 受 け 入 れ 開 口 部 ３ ３ 内 に 配 置 さ れ た ロ ー ラ ・ ク ラ ッ チ ７ ０ （ 図 ４
Ｂ 参 照 ） 内 に 配 置 す る こ と が で き る 。 第 一 の 回 転 部 分 ４ １ ａ は 、 ロ ー ラ ・ ク ラ ッ チ ７ ０ 内
に て 回 転 可 能 な 寸 法 と さ れ て い る 一 方 、 第 二 の 回 転 部 分 ４ １ ｂ は 、 第 一 の ア ー ム ３ １ の 第
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一 の 受 け 入 れ 開 口 部 ３ ３ 内 に て ロ ー ラ ・ ク ラ ッ チ ７ ０ に 係 合 し 、 こ れ に よ り 、 作 動 要 素 が
そ の 係 合 作 動 モ ー ド に 設 定 さ れ た と き 、 一 方 向 に の み 回 転 す る こ と を 可 能 に し 得 る よ う な
寸 法 と さ れ て い る 。 図 ５ Ｂ は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ の 前 面 図 で あ る 。 第 一 の 回 転 部 分 ４ １ ａ は 、
駆 動 ピ ン ４ ０ の 端 部 に 配 置 さ れ た 保 持 キ ャ ッ プ ９ ０ を 受 け 入 れ 得 る 形 態 と さ れ て い る （ 図
２ 参 照 ） 。 こ の 保 持 キ ャ ッ プ ９ ０ は 、 第 一 の 回 転 部 分 ４ １ ａ が 第 一 の 受 け 入 れ 開 口 部 ３ ３
か ら 外 れ る の を 防 止 す る 。 図 ５ Ｃ は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ の 背 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ Ａ を 再 度 参 照 す る と 、 第 三 の 回 転 部 分 ４ ２ は 、 第 二 の ア ー ム ３ ２ の 第 二 の 受 け 入 れ
開 口 部 ３ ４ 内 に 配 置 さ れ る 。 こ の 第 三 の 回 転 部 分 ４ ２ は 、 第 二 の 受 け 入 れ 開 口 部 ３ ４ 内 に
て 回 転 し 且 つ 同 受 け 入 れ 開 口 部 内 を 摺 動 し 得 る 設 計 と さ れ て い る 。 駆 動 ピ ン ４ ０ は 、 ノ ブ
６ ０ に 結 合 す る ロ ー レ ッ ト 部 分 ４ ４ を 第 三 の 回 転 部 分 ４ ２ に 更 に 備 え て い る 。 第 四 の 回 転
部 分 ４ ３ は 、 ス プ ー ル ５ ０ 内 に 配 置 可 能 な 設 計 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ Ａ は 、 ス プ ー ル ５ ０ の 側 面 図 で あ る 。 ス プ ー ル ５ ０ は 、 穴 ５ ２ を 有 す る ス ロ ッ ト ５
１ を 備 え る こ と が で き る 。 穴 ５ ２ 、 及 び ス ロ ッ ト ５ １ は 、 基 部 ３ ０ の 第 二 の 開 口 部 ３ ８ か
ら 作 動 ひ も １ ５ を 受 け 入 れ る 。 作 動 ひ も を ス ロ ッ ト ５ １ 内 に 摺 動 さ せ 且 つ 作 動 ひ も １ ５ の
結 び 目 を 穴 ５ ２ を 通 し て 配 置 す る こ と に よ り 、 作 動 ひ も １ ５ は 穴 ５ ２ 及 び ス ロ ッ ト ５ １ に
結 合 さ れ る 。 図 ６ Ｂ は 、 ス プ ー ル ５ ０ の 正 面 図 で あ る 。 ス プ ー ル ５ ０ は 、 駆 動 通 路 ５ ３ を
更 に 備 え て い る 。 駆 動 通 路 ５ ３ は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ の 第 三 の 回 転 部 分 ４ ３ を 受 け 入 れ 、 そ の
駆 動 通 路 ５ ３ 及 び 第 三 の 回 転 部 分 ４ ３ の 双 方 は 、 図 示 す る よ う に 、 四 角 の 断 面 形 状 と す る
こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 駆 動 ピ ン ４ ０ の 第 四 の 回 転 部 分 ４ ３ と ス プ ー ル ５ ０ の 駆 動 通
路 ５ ３ と が 係 合 す る 結 果 、 駆 動 ピ ン ４ ０ を ノ ブ ６ ０ で 回 転 さ せ た と き 、 ス プ ー ル ５ ０ は 、
駆 動 ピ ン ４ ０ と 同 一 方 向 に 回 転 す る 。 ス プ ー ル ５ ０ が 駆 動 ピ ン ４ ０ と 共 に 回 転 す る こ と を
条 件 と し て 、 駆 動 ピ ン ４ ０ の 第 四 の 回 転 部 分 ４ ３ 及 び ス プ ー ル ５ ０ の 駆 動 通 路 ５ ３ は 、 各
種 の 形 態 と す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ は 、 ノ ブ ６ ０ の 底 側 面 で あ る 。 ノ ブ ６ ０ は 、 結 合 凹 部 ６ １ を 有 し て い る 。 接 続 凹 部
６ １ は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ （ 図 示 せ ず ） の ロ ー レ ッ ト 部 分 に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 駆 動 ピ ン
４ ０ に 結 合 す る 。 こ の 結 合 は 、 ノ ブ ６ ０ が 駆 動 ピ ン ４ ０ を 回 転 さ せ る こ と を 可 能 に す る 。
ま た 、 こ の 結 合 は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ の 第 三 の 回 転 部 分 ４ ２ が 第 二 の 受 け 入 れ 開 口 部 ３ ４ か ら
外 れ る の も 防 止 す る 。 本 発 明 は 、 ノ ブ ６ ０ を 手 動 又 は 機 械 的 の 何 れ か で 操 作 す る こ と が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ は 、 作 動 機 構 ２ ０ の ２ つ の 作 動 モ ー ド の 図 で あ る 。 図 ８ Ａ に は 、 非 係 合 動
作 モ ー ド が 示 し て あ る 。 作 動 ひ も １ ５ は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ 、 及 び 基 部 ３ ０ を 通 さ れ 、 ス
プ ー ル ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 非 係 合 動 作 モ ー ド は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ が ロ ー ラ ・ ク ラ ッ
チ ７ ０ 内 に て 非 係 合 位 置 に あ る こ と を 基 本 と す る 。 図 ８ Ａ に は 、 第 二 の ア ー ム ３ ２ の 外 側
に 略 配 置 さ れ た 駆 動 ピ ン ４ ０ の 第 三 の 回 転 部 分 ４ ２ が 図 示 さ れ て い る 。 図 ８ Ａ は 、 更 に 、
駆 動 ピ ン ４ ０ の 第 一 の 回 転 部 分 ４ １ ａ が 第 一 の ア ー ム ３ １ 内 に 略 配 置 さ れ た 状 態 を 示 す 。
こ の 位 置 に あ る と き 、 第 一 の 回 転 部 分 ４ １ ａ は 、 ワ ン ウ ェ イ ・ ロ ー ラ ・ ク ラ ッ チ ７ ０ 内 に
あ る 。 こ れ は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ の 非 係 合 位 置 で あ る 。 図 ８ Ｂ に 図 示 す る よ う に 、 駆 動 ピ ン ４
０ が こ の 非 係 合 位 置 に あ る と き 、 ノ ブ ６ ０ は 、 両 方 向 （ Ａ 又 は Ｂ ） に 回 転 自 在 で あ る 。 作
動 ひ も １ ５ を ス プ ー ル ５ ０ に 取 り 付 け た 後 、 ノ ブ ６ ０ を 回 し て 作 動 ひ も １ ５ を ス プ ー ル ５
０ の 周 り に 巻 く こ と が で き る 。 作 動 ひ も １ ５ を 巻 き 懈 く た め に ノ ブ ６ ０ を 第 一 の 回 転 方 向
と 反 対 方 向 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ９ Ａ に は 、 作 動 動 作 モ ー ド が 示 し て あ る 。 こ の 作 動 動 作 モ ー ド も 駆 動 ピ ン ４ ０ が ロ ー
ラ ・ ク ラ ッ チ ７ ０ 内 に あ る こ と を 基 本 に す る 。 図 ９ Ａ は 、 第 二 の 回 転 部 分 ４ ２ が 第 二 ア ー
ム ３ ２ 内 に 略 配 置 さ れ て い る こ と を 示 す 。 図 ９ Ａ は 、 更 に 、 第 二 の 回 転 部 分 ４ ｂ が ロ ー ラ
・ ク ラ ッ チ ７ ０ と 係 合 接 触 し た 状 態 に て 、 第 一 の 回 転 部 分 ４ １ ａ が 第 一 の ア ー ム ３ １ の 略
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外 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 示 す 。 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 駆 動 ピ ン ４ ０ が 係 合 位 置 に あ る
と き 、 第 二 の 回 転 部 分 ４ １ ｂ と ク ラ ッ チ ７ ０ と が 係 合 し た 結 果 と し て 、 ノ ブ ６ ０ は 、 一 方
向 に の み 回 転 可 能 で あ る 。 作 動 ひ も １ ５ を ス プ ー ル ５ ０ に 取 り 付 け た 後 、 ノ ブ ６ ０ を 一 方
向 に 回 転 さ せ て 、 所 望 に 応 じ て 、 結 紮 バ ン ド を 結 紮 具 １ ４ か ら 解 放 さ せ る た め に 、 制 御 さ
れ た 張 力 下 に て 作 動 ひ も １ ５ を ス プ ー ル ５ ０ の 周 り に 巻 く こ と が で き る 。 こ の 手 順 が 完 了
し た な ら ば 、 作 動 要 素 ２ １ を 非 係 合 動 作 モ ー ド に 再 設 定 し 、 作 動 ひ も １ ５ の 張 力 を 除 去 し
て 、 作 動 ひ も １ ５ が ス プ ー ル ５ ０ の 周 り か ら 巻 き 懈 か れ 且 つ 該 ス プ ー ル ５ ０ か ら 分 離 す る
こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 作 動 機 構 ２ ０ の ２ つ の 動 作 モ ー ド に つ い て 本 明 細 書 で 説 明 し た が 、 ロ ー ラ ・ ク ラ ッ チ ７
０ と 第 二 の 回 転 部 分 ４ １ ｂ と が 係 合 状 態 に 保 た れ た 状 態 に て 、 こ の 作 動 機 構 ２ ０ を 専 ら 作
動 モ ー ド に お い て の み 使 用 す る こ と は 、 次 善 の 策 で あ る 。 こ の 次 善 の 策 と し て の 実 施 の 形
態 に お い て 、 ロ ー ラ ・ ク ラ ッ チ ７ ０ を 省 略 し 、 ワ ン ウ ェ イ ・ ク リ ッ プ の よ う な 要 素 を 使 用
し 、 駆 動 ピ ン ４ ０ 、 ス プ ー ル ５ ０ 及 び ／ 又 は ノ ブ ６ ０ に 係 合 し て 、 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、
ノ ブ が 一 方 向 に の み 回 転 す る よ う に 制 限 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ０ Ａ 及 び 図 １ １ Ａ に は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ を 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ａ 内 に 挿 入 す る こ
と に よ り 、 作 動 機 構 ２ ０ を 図 １ Ａ の 内 視 鏡 １ ０ ａ に 取 り 付 け る 方 法 が 図 示 さ れ て い る 。 こ
の 図 示 の 目 的 の た め 、 内 視 鏡 １ ０ ａ は 、 基 端 の 開 口 部 １ ８ ａ に 結 合 し た 密 封 部 材 １ ７ ａ が
設 け ら れ た 状 態 で 示 し て あ る 。 図 １ ０ Ａ は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ を そ の 内 部 に 挿 入 す る 前 に
、 作 動 機 構 ２ ０ が 基 端 の 開 口 部 １ ８ ａ と 整 合 し た 状 態 を 示 す 。 図 １ １ Ａ に は 、 基 端 の 通 路
部 分 １ ９ ａ 内 に 挿 入 し た 取 り 付 け 要 素 ２ １ が 示 さ れ て い る 。 挿 入 し た と き 、 第 一 の 合 わ せ
部 分 ２ ４ ａ 、 及 び 第 二 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ｂ は 、 上 述 し た よ う に 、 こ れ に 対 応 し て 、 基 端 通
路 部 分 １ ９ ａ 及 び 密 封 部 材 １ ７ ａ 内 に 嵌 ま り 、 作 動 機 構 ２ ０ を 内 視 鏡 １ ０ ａ に 取 り 付 け る
こ と が で き る 。 上 述 し た よ う に 、 作 動 ひ も １ ５ は 、 作 動 機 構 ２ ０ 内 に 通 さ れ 且 つ 取 り 付 け
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ０ Ｂ 及 び 図 １ １ Ｂ に は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ を 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ｂ 内 に 挿 入 す る こ
と に よ り 、 作 動 機 構 ２ ０ を 図 １ Ｂ の 内 視 鏡 １ ０ ｂ に 取 り 付 け る 方 法 が 示 さ れ て い る 。 こ の
図 示 の た め 、 内 視 鏡 １ ０ ｂ に は 、 基 端 の 開 口 部 １ ８ ａ に 結 合 さ れ た 密 封 部 材 １ ７ ｂ が 設 け
ら れ た 状 態 で 示 し て あ る 。 図 １ ０ Ｂ は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ を そ の 内 部 に 挿 入 す る 前 に 、 作
動 機 構 ２ ０ が 基 端 の 開 口 部 １ ８ ｂ と 整 合 し た 状 態 を 示 す 。 図 １ １ Ｂ は 、 基 端 の 通 路 部 分 １
９ ｂ 内 に 挿 入 さ れ た 取 り 付 け 要 素 ２ １ を 示 す 。 作 動 機 構 ２ ０ を 内 視 鏡 １ ０ ｂ に 取 り 付 け 、
外 側 の 密 封 部 分 ２ ５ が 内 視 鏡 １ ０ ｂ の 密 封 部 材 １ ７ ｂ を 密 封 す る よ う に す る た め 、 第 一 及
び 第 二 の 合 わ せ 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ と 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ｂ と の 嵌 ま り 状 態 、 及 び 外 側 の
密 封 部 分 ２ ５ と 密 封 部 材 １ ７ ｂ と の 嵌 ま り 状 態 を 上 述 し た よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ０ Ｃ 及 び 図 １ １ Ｃ に は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ を 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ｃ 内 に 挿 入 す る こ
と に よ り 、 作 動 機 構 ２ ０ を 図 １ Ｃ の 内 視 鏡 １ ０ ｃ に 取 り 付 け る 方 法 が 示 し て あ る 。 こ の 図
示 の た め 、 内 視 鏡 １ ０ ｃ は 、 基 端 の 開 口 部 １ ８ ｃ に 結 合 さ れ た 密 封 部 材 １ ７ ｃ が 設 け ら れ
た 状 態 で 示 し て あ る 。 図 １ ０ Ｃ は 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ を そ の 内 部 に 挿 入 す る 前 に 、 作 動 機
構 ２ ０ が 基 端 の 開 口 部 １ ８ ｃ と 整 合 し た 状 態 を 示 す 。 図 １ １ Ｃ は 、 基 端 の 通 路 部 分 １ ９ ｃ
内 に 挿 入 さ れ た 取 り 付 け 要 素 ２ １ を 示 す 。 こ の 場 合 に も 、 取 り 付 け 要 素 ２ １ 及 び 基 端 の 通
路 部 分 １ ９ ｃ と 密 封 部 材 １ ７ ｃ と の 嵌 ま り 状 態 は 、 上 述 し た よ う に す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 図 面 に 図 示 し 且 つ 上 記 の 説 明 に て 詳 細 に 記 載 し た が 、 こ れ は 説 明 の た め で あ
り 、 そ の 特 徴 を 限 定 す る も の で は な く 、 好 適 な 実 施 の 形 態 の み を 図 示 し 且 つ 説 明 し た も の
で あ り 、 本 発 明 の 精 神 に 属 す る 全 て の 変 更 及 び 改 変 例 が 保 護 さ れ る こ と を 望 む も の で あ る
。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 内 視 鏡 の 末 端 に 配 置 さ れ た 内 視 鏡 式 結 紮 具 （ 全 体 的 に 図 示 ） を 備 え る 内
視 鏡 の 長 手 方 向 部 分 図 で あ る 。
【 図 １ Ａ 】 図 １ Ａ は 、 図 １ に 示 し た 内 視 鏡 の 作 動 通 路 の 基 端 に お け る 通 路 部 分 の 第 一 の 形
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ｂ は 、 図 １ に 示 し た 内 視 鏡 の 作 動 通 路 の 基 端 に お け る 通 路 部 分 の 第 二 の 形
態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｃ 】 図 １ Ｃ は 、 図 １ の 内 視 鏡 の 作 動 通 路 の 基 端 の 通 路 部 分 の 第 三 の 形 態 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の 内 視 鏡 式 結 紮 具 を 作 動 さ せ る 作 動 機 構 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 取 り 付 け 要 素 の 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 取 り 付 け 要 素 の 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｃ 】 図 ３ Ｃ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 取 り 付 け 要 素 の 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 基 部 の 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ｂ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 基 部 の 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 図 ４ Ｃ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 基 部 の 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｄ 】 図 ４ Ｄ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 基 部 の 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｅ 】 図 ４ Ｅ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 基 部 の 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 ５ Ａ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 駆 動 ピ ン の 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ｂ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 駆 動 ピ ン の 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｃ 】 図 ５ Ｃ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 駆 動 ピ ン の 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 図 ６ Ａ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の ス プ ー ル の 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ｂ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の ス プ ー ル の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ２ の 作 動 機 構 の ノ ブ の 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 図 ８ Ａ は 、 ノ ブ ６ ０ が 両 方 向 （ Ａ 又 は Ｂ ） に 回 転 自 在 で あ る 、 図 ２ の 作 動 機 構
の 非 係 合 動 作 モ ー ド の 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 ８ Ｂ は 、 ノ ブ ６ ０ が 両 方 向 （ Ａ 又 は Ｂ ） に 回 転 自 在 で あ る 、 図 ２ の 作 動 機 構
の 非 係 合 動 作 モ ー ド の 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 図 ９ Ａ は 、 ノ ブ ６ ０ が 一 方 向 に の み 回 転 自 在 で あ る 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 作 動 動
作 モ ー ド 状 態 の 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 図 ９ Ｂ は 、 ノ ブ ６ ０ が 一 方 向 に の み 回 転 自 在 で あ る 、 図 ２ の 作 動 機 構 の 作 動 動
作 モ ー ド 状 態 の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 図 １ ０ Ａ は 、 図 １ Ａ の 基 端 の 通 路 部 分 内 に 挿 入 す る 前 の 図 ２ の 作 動 機 構 の 図
で あ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 図 １ ０ Ｂ は 、 図 １ Ｂ の 基 端 の 通 路 部 分 内 に 挿 入 す る 前 の 図 ２ の 作 動 機 構 の 図
で あ る 。
【 図 １ ０ Ｃ 】 図 １ ０ Ｃ は 、 図 １ Ｃ の 基 端 の 通 路 部 分 内 に 挿 入 す る 前 の 図 ２ の 作 動 機 構 の 図
で あ る 。
【 図 １ １ Ａ 】 図 １ １ Ａ は 、 図 １ Ａ の 基 端 の 通 路 部 分 内 に 挿 入 し た 後 の 図 ２ の 作 動 機 構 の 図
で あ る 。
【 図 １ １ Ｂ 】 図 １ １ Ｂ は 、 図 １ Ｂ の 基 端 の 通 路 部 分 内 に 挿 入 し た 後 の 図 ２ の 作 動 機 構 の 図
で あ る 。
【 図 １ １ Ｃ 】 図 １ １ Ｃ は 、 図 １ Ｃ の 基 端 の 通 路 部 分 内 に 挿 入 し た 後 の 図 ２ の 作 動 機 構 の 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ ０ ａ 　 内 視 鏡 、
１ １ ａ 　 作 動 制 御 部 分 、
１ ２ ａ 　 可 撓 性 部 分 、
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１ ３ ａ 　 挿 入 端 部 分 、
１ ４ 　 内 視 鏡 式 結 紮 具 、
１ ５ 　 作 動 ひ も 、
１ ６ ａ 　 作 用 通 路 、
１ ７ ａ 　 密 封 部 材 、
２ ０ 　 作 動 機 構 、
２ １ 　 取 り 付 け 要 素 、
２ ２ 　 作 動 要 素 、
３ ０ 　 基 部 、
３ １ 　 第 一 の ア ー ム 、
３ ２ 　 第 二 の ア ー ム 、
３ ９ 　 密 封 部 材 、 　 　
４ ０ 　 駆 動 ピ ン 、
５ ０ 　 ス プ ー ル 、
６ ０ 　 ノ ブ 、
７ ０ 　 ロ ー ラ ・ ク ラ ッ チ 、
９ ０ 　 保 持 キ ャ ッ プ
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【 図 １ Ｂ 】 【 図 １ Ｃ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】
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【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ４ Ｃ 】

【 図 ４ Ｄ 】

【 図 ４ Ｅ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ５ Ｃ 】
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【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】
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【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】

【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ ０ Ｂ 】
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【 図 １ ０ Ｃ 】 【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】 【 図 １ １ Ｃ 】
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